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詳細は未定です。
)



 (
第一章　日本の空港の現状（前期発表分）
)
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国管理空港の収支
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会社管理空港　
2010
年度
(
各ホームページより
)
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図
3
　
地方管理空港
(
東洋経済を基に作成
)
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 (
主要な会社管理空港は黒字を計上しているが国管理空港・地方管理空港の内地方に位置する空港を中心に赤字が多くみられ、経営に問題を抱えた空港が多いと言える。
)




 (
第二章　
日本の空港の課題
)
 (
一章で見てきたように地方空港を中心に赤字空港が多発している。
)
 (
赤字経営
図４　
空港の主な収支要因
地方空港の多くでは一日に数便の離発着しかない空港
がほとんどであり、航空会社の撤退・減便が相次いでいることから収支状
況が苦しく赤字経営を強いられていると言える。
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 (
日本は島国とはいえ、他国に比べ空港数が多い。単純計算で１県２港以上の空港があることにある。そのため、地方路線を利用する乗客が分散され、各空港の利用客が減少する。
つまり、赤字空港の要因として空港を作りすぎてしまったことによるものも
考えられる。
)




 (
空港建設の歴史的経緯
その結果、現在までに
98
空港が設立されることになる。
空港のインフラ的性質や利便性から考えると
多数の空港が存在することが望ましい。
互いに旅客を奪い合い非効率。航空会社が路線を設定してくれるとは限らない。赤字経営の補てんには税金が使われる
国の施策
・
空港整備法
→
1956
年制定。政治経済活動を能率化するために都市の結びつきが重要であり、早急に各地の空港を整備拡充することが強く要望された。
・空港整備計画→
1967
年第一次から第七次が終わる
2002
年まで。“一県一空港”
・
空港整備特別会計
→後述
地方自治体
空港建設を後押しするためにいい加減かつ甘い需要予測を発表してきた。
2009
年に開港した富士山静岡空港も同様で、建設前に発表した需要予測を建設中に何度も下方修正した。
)

















 (
空港整備特別会計について
　空港建設を大きく後押ししたのが空港整備特別勘定である。実際のところ、どんぶり勘定のため、使途が不透明。
昭和
31
年には「空港整備法」（昭和
31
年法律第
80
号）が制定された。これにより、空港の種類に応じて、国が費用負担・補助
を行う枠組みが整備された
 
当初は、各年度の一般会計予算の範囲内で整備されていたが、事業の性格上、年度計画の積み重ねは不向きであるとの声が強まり、昭和
42
年に、第
1
次空港整備五箇年計画が策定された。昭和
45
年には、計画を財政面から支える仕組みとして、空港整備特別会計が設立された。以後、空整特会は、「航空輸送需要の増大に対処し、空港整備の促進と維持運営の円滑化を図るとともに、受益と負担の関係を明確にしつつ所要の財源を確保するため、一般会計と区分して経理する」ことを目的として、
空港整備を先導してきた。
)









 (
図
5
　空港建設時の国の負担・補助率
　（単位：％）
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 (
図
6
　空港整備特別会計の仕組み
　（単位：億円）
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 (
・主要な原資は空港使用料・航空機燃料税によるものが大きい
　　→羽田や新千歳などの黒字空港が地方空港の面倒を見る構図となっている。
・『血税空港』著者森功氏の指摘
　　→空港整備事業費が赤字空港の補てんに使われているのではないか
　　→この考え方が航空業界では一般的と言われている。
・収入プール制のため実際のところ地方空港にどれほどの資金がどの目的で流されているかは公表されていない
)







 (
平成
20
年
4
月に、国土交通省は、所管する
5
つの特別会計（治水、道路整備、港湾整備、都
市開発資金融通、空港整備）を統合して、
社会資本整備事業特別会計
を新設
した。
今回の統合
で
は基本的に空整特会の枠組みがそのまま空港整備勘定に移行する内容となっている
ため、
統合を行っても、事業の効率化につなが
っていない
との指摘がある
。
)




 (
一つの案として
社会資本整備事業特別会計が経理している業務について独立行政法人化することが検討されている。
（今後考えます。）
)



 (
社会資本整備事業特別会計
空港整備勘定（旧：空港整備特別会計
）においては独立行政法人化は検討中だが会計の中身の透明化は必須である。
)

 (
第三章
　
日本・他国の空港経営に関する取り組み
)
 (
会計の透明化で赤字空港の実態を把握することは重要であるが、それだけではなく空港の取り組み自体も重要である。三章では日本・外国の取り組みを考察し、今後の施策につなげていく。
今回はここまでです。
)

 (
日本の地方空港の取り組み
)

 (
能登空港（富山県）
　→地方空港の中でも利用者が多い。
　→
搭乗率保証制度
　→
格安の乗り合いタクシー
　→ターミナルビルの有効活用
　→日本航空学園高校の誘致
)


 (
搭乗率が低く、採算割れした時に県が補てんする制度。能登空港の場合、航空会社に一定以上の利益がでたら販売促進協力金として受け取る契約付き。これまでに一億円受け取ったと言われている。
)



 (
図
7
　能登空港搭乗率保証制度
（能登空港ホームページより）
)[image: ]










 (
一日に最大で
3
往復しかないので厳密には赤字だが、地方自治体の努力で高い搭乗率を保っている点は評価できる。
)
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